














 

Ⅰ.はじめに 

 心内膜床欠損症(以下 ECD と略す)は,発生学的には心内膜床の形成異常とい

う単一の機序によるものであるが,その発育程度により,心房中隔欠損,僧帽弁

前尖の裂隙,三尖弁中隔尖の裂隙,心室中隔後部欠損を生じ,その組み合わせに

より,不完全型から完全型まで巾広い病型を呈する疾患である。又,種々の工夫

を重ねても,根治手術に際し,房室ブロックの発生,僧帽弁閉鎖不全の残存と言

ったやっかいな問題を残しうる。今回我々は厚生省“小児心疾患の臨床的研究”

班の依頼に基づき,ECD の遠隔期予後調査を行なったので,調査表に従ってその

成績を述べる。 


